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１．はじめに  

 鋼橋梁の建設において，鋼材の材種や防錆防食法を選

定するために腐食環境調査が必要である．環境評価方法

として種々の方法 1)が示されているが，一般的に建設予

定地で建設前に 1 年間飛来塩分量調査を行い，その結果

に基づいて選定が行われている．飛来塩分量は季節変動

が大きく，気象条件に大きく左右されるため，年によっ

てかなりのばらつきがみられる．大屋ら 2),3)は，気象デ

ータと飛来塩分量の関係に着目し，AMeDAS の気象デ

ータ（風向・風速）から飛来塩分量を推定する手法を提

案し，その有効性について議論してきた． 

本研究では，だんだん道路の縁結び大橋（朝酌川橋梁）

で 6 年間計測した飛来塩分量の調査結果から調査期間

中の飛来塩分量の季節変動と年変動の特徴を報告する．

また，風向風速データを用いた飛来塩分量の推定の可能

性と本手法の利用可能性について議論する． 

 

２．調査対象橋梁と飛来塩分量の調査概要 

図 1 に調査対象であるだんだん道路の縁結び大橋Ⓐ 

と松江地方気象台Ⓑの位置を示す．縁結び大橋の朝酌 

川橋梁おいてドライガーゼ法により 2010 年～2015 年 

の 6 年間飛来塩分調査を実施した．松江地方気象台と朝酌川橋梁の距離は，約 2.5km である． 

 

３．風力エネルギー係数と推定式 

風力エネルギー係数は運動エネルギーによる定義を参考に，風速の 3 乗に比例し，空気密度と断面積に比例

する以下の式に示す式を用いた． 

  DD TABVdayWP 3)(
2

1
]/[  ,  cosB  (

90 ), 0B  (
90 )         (1) 

ここで，  : 空気密度[kg/m
3
]（約 1.2kg/m

3），V : 時間平均風速[m/s]，B: ガーゼ捕集面にあたる風速の方向成

分（は観測時間の最多風向とガーゼ捕集面との成す角度），T : 観測時間，A : 単位面積 [1 m
2
]，D : 1 日で

ある．また，図 2 に 2010 年に朝酌川橋梁の桁下（BP）で観測した飛来塩分量の実測値と式（1）を用いて松

江地方気象台の風向・風速データより算出した風力エネルギー係数 PD [W/day] の関係を示す．実測値と推定

値は高い相関を示しており，最小二乗法を用いて，原点 0 を通る関係式を求めると以下の関係式となる．  

                   C
 
= 5.0×10

-4
PD                             (2) 
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図 1 対象橋梁Ⓐと松江気象台Ⓑの位置 
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図 2 風力エネルギー係数と飛来塩分量の関係 

（2010 年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．飛来塩分量の調査結果と推定値の特徴 

 2010年1月から2015年12月までの朝酌川橋梁の桁下（BP）

で測定した飛来塩分量の実測値と松江気象台の風向・風速デ

ータを用い，式（1）と式（2）を用いて推定した飛来塩分量

の経月変化を図 3 に示す．また，年平均値の経年変化を図 4

に示す．図 3 より，松江地区の飛来塩分量は 12 月から 4 月

の冬季から春季にかけて高く，夏季から秋季にかけて低くな

る特徴を有している．風向・風速データを用いた推定値は，

飛来塩分量の推定精度として十分な精度であると考えるこ

とができる．図 5 に本予測手法を用い，1986 年から 2015 年

までの年平均飛来塩分量の 30 年間の推定結果を示す．本手

法を用いると飛来塩分の年変動の把握や実際に環境観測を

した年の状態把握が可能である． 

 

５．まとめ  

 6 年間の飛来塩分量の実測値より，1 年間の飛来塩分量の実測値と近隣の気象台の風向・風速データを用い

た変換式を作成することにより，飛来塩分量の推定がかなりの精度で可能であることを示した．  
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図 5 気象データを用いた過去 30年間の年平均飛来塩分量の経年変化 

図 4 飛来塩分量の実測値と推定値 
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図 3 飛来塩分量の実測値と推定値の経月変化 
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